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発行所  那須シニアカレッジ 
広報委員長 

発行責任者     片 上  清 重 

・畑に咲いてる奴で背が高
くて（80～100cm）花がで
かいのが花菖蒲、背が低くて
（30～60cm）花が小さいの
があやめ。（これは大と小だか
ら差が大きく判別しやすい） 
 
・水辺に咲いてる奴は杜若
（しゃくやく）か花菖蒲で、
大輪の花で背が高い（80～
100cm）のが花菖蒲。中輪で
少し背が低い（50～70cm）
のが杜若。 
と言っても、花菖蒲と杜若の
差は大と中（80cm 以上と
70cm 以下）だからまだ判別
は難しいかもね。（メジャーを
持って歩いているわけじゃな
いし、花の大きさや背丈は出
来不出来のバラツキもあるだ
ろうから） 
 
やっと見つけた 1 発でわか
る方法！ 
 
・花菖蒲は花の種類は多く
紫系統の他に黄色や白、絞り
等、多彩であるがどれも「花
弁の根元のところに黄色い目
の形の模様」がある。 
 
・杜若はあまり種類は多く
ないが、「花弁の弁の元に白い
目型の模様」があるのが特徴。 
 
・あやめも花の種類は多く
ないが「花弁の元のところに
網目状の模様」がある。 

 

代
表 

林 

茂
雄 

 

起
草
時
に
ユ
ダ
ヤ
系
米
人
女
性
の
決
断 

 
  

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
男
女
比
率

は
女
性
70
％
、
男
性
30
％
で
女
性
優
位
で
す
。 

多
分
、
平
均
寿
命
（
女
性
87
歳
・
男
性
80
歳=

17
年
調
査
）
と
女
性
向
き
の
講
座
が
多
い
こ
と
、

高
齢
女
性
の
健
全
な
心
身
維
持
へ
の
反
映
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

一
方
、
世
界
の
政
財
界
人
３
千
人
余
が
参
集
し

て
毎
年
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
か
れ
る
『
ダ
ボ
ス

会
議
』（
正
式
名
称
・【
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
】）

の
『
女
性
社
会
進
出
度
』
調
査
に
よ
る
と
、
対
象

１
３
６
ヵ
国
で
日
本
は
１
０
５
位
と
の
結
果
が

出
ま
し
た
。
国
会
議
員
や
自
治
体
首
長
・
議
員
、

著
名
人
な
ど
公
職
者
と
企
業
幹
部
を
対
象
に
し

た
調
査
で
す
が
、
先
進
国
を
自
負
す
る
日
本
と
し

て
は
屈
辱
的
な
結
果
で
す
。 

   
 

山田 正博さん撮影 

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
法

律
面
で
の
男
女
同
権
規
定
は
、
間
違
い
な

く
世
界
の
５
指
に
入
り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
日
本
国
憲
法
の
成
立
過
程
に

起
因
し
ま
す
。
終
戦
後
の
米
軍
占
領
下
で

民
主
的
な
新
憲
法
の
起
草
を
命
じ
ら
れ

た
日
本
政
府
が
造
っ
た
草
案
は
、
主
権
在

民
、
平
和
志
向
（
軍
備
抑
制
）
、
男
女
同

権
な
ど
を
無
視
し
た
、
明
治
憲
法
の
字
句

修
正
と
も
言
え
る
保
守
的
な
も
の
で
し

た
。 

 
 

 

 

怒
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
即
日
、
連
合
国

総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
内
の
法
律
家
を
集
め
て
主

権
在
民
、
戦
争
放
棄
、
貴
族
な
ど
身
分
制
廃
止
の

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
三
原
則
」
の
草
案
を
日
本
政
府
に
提
示

し
て
出
来
た
の
が
現
行
憲
法
で
す
。 

 
 

 

男
女
同
権
な
ど
民
主
関
連
法
案
の
起
草
を
担
当

し
た
の
が
起
草
班
唯
一
の
女
性
で
、
日
本
語
通
訳

を
務
め
た
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
さ
ん
。
父
レ
オ
は
ロ

シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
欧
州
で
は
プ

ロ
の
演
奏
家
と
し
て
も
有
名
で
し
た
が
、
当
時
ソ

連
の
ボ
グ
ロ
ム
（
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
）
で
ウ
ィ
ー
ン

に
逃
れ
た
。 

 

さ
ら
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
が

始
ま
る
と
日
本
に
移
っ
て
、
東
京
音
楽
学
校
（
現

在
の
東
京
芸
大
）
ピ
ア
ノ
科
教
授
と
し
て
生
計
を

立
て
た
。 

ベ
ア
テ
は
、
16
歳
ま
で
東
京
の
ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
ク
ー
ル
で
教
育
を
受
け
て
か
ら
米
国
の
大
学
で

学
ん
だ
。
太
平
洋
戦
争
終
了
後
の
一
九
四
五
年
に
、

ベ
ア
テ
は
行
方
不
明
中
の
父
母
を
探
し
に
来
日
し

て
軽
井
沢
で
無
事
を
確
認
後
、
日
本
語
通
訳
と
し

て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
勤
務
し
ま
し
た
。 

 

米
週
刊
誌
「
タ
イ
ム
」
誌
記
者
の
経
験
を
評
価

さ
れ
て
、
起
草
班
の
一
因
と
な
っ
た
ベ
ア
テ
は
日

本
女
性
の
社
会
的
地
位
の
低
さ
に
驚
い
た
。
そ
こ

で
、
世
界
の
憲
法
を
調
べ
て
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
憲

法
条
項
を
採
用
し
て
草
案
を
書
こ
う
と
決
意
し

た
。
男
女
平
等
の
投
票
権
と
立
候
補
権
（
成
人
男

性
の
み
）=

（
カ
ッ
コ
内
は
明
治
憲
法
）
、
両
性
の

合
意
だ
け
で
成
立
す
る
結
婚
権
（
戸
主
の
承
認
が

必
要
）
、
妻
と
子
供
同
等
の
財
産
相
続
（
長
兄
独

占
）
、
公
立
大
学
教
育
権
（
男
性
の
み
）
な
ど
関
連

法
は
全
て
ベ
ア
テ
起
草
に
よ
る
も
の
。 

憲
法
草
案
の
日
米
折
衝
で
保
守
的
な
政
治
家
が

男
女
同
権
草
案
に
反
対
す
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
起
草

委
員
長
が
『
実
は
こ
の
条
文
は
通
訳
の
ベ
ア
テ
さ 

 

ん
が
起
草
し
た
』
と
明
か
す
と
反
対
の
声
は
無
く

な
っ
た
。 

  

米
国
女
性
が
参
政
権
を
要
求
し
て
か
ら
第
一
次

大
戦
後
に
実
現
す
る
の
に
70
余
年
を
必
要
と
し

た
が
、
日
本
女
性
は
ベ
ア
テ
の
決
意
で
、
言
葉
は

悪
い
が
棚
ボ
タ
式
に
男
女
同
権
に
な
っ
た
。 

 

『
世
界
で
一
〇
五
位
の
女
性
解
放
度
』
は
男
性

の
戸
惑
い
と
女
性
の
準
備
不
足
の
結
果
と
思
い
ま

す
。
私
が
ベ
ア
テ
さ
ん
と
米
国
で
会
見
し
た
の
は

一
九
九
五
年
で
し
た
。 

 

同
じ
く
起
草
班
の
日
本
語
通
訳
官
の
夫
の
ゴ
ー

ド
ン
大
尉
（
当
時
）
と
結
婚
し
て
、
様
々
な
国
際

文
化
交
流
の
仕
事
を
し
た
後
に
、
東
海
岸
の
街
で

静
か
に
暮
ら
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。
ベ
ア
テ
さ

ん
は
「
自
分
が
日
本
女
性
の
人
権
開
放
に
貢
献
し

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、

二
〇
一
四
年
に
89
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

最
近
頻
発
す
る
高
齢
女
性
目
当
て
の

詐
欺
事
件
は
、
相
続
権
平
等
の
結
果
、
自

分
名
義
の
財
産
を
保
有
し
た
条
件
下
で

の
み
発
生
す
る
犯
罪
で
す
。 

  

講
師
と
受
講
生
の
女
性
の
皆
さ
ん
、
幸

運
に
も
与
え
ら
れ
た
生
活
環
境
で
す
。
自

信
と
自
覚
を
も
っ
て
、
何
事
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
完
） 

修了式・文化祭の日程決定 
9月19日（木）修了式&文化祭 

9月18日（水）ＰＭ～9月19日（木） 

文化祭準備・本番 

詳細は、後程お知らせいたします。 

修
了
式
・
文
化
祭
は
、
那
須
シ
ニ
ア

カ
レ
ッ
ジ
唯
一
の
公
式
行
事
で
す
。 

 

近
年
、
欠
席
が
目
立
ち
、
カ
レ
ッ
ジ

内
の
同
窓
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
、
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

 

早
速
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
メ
モ

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

（
事
務
局
） 
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３
月
２
日
（
土
）
連
山 

山
田
正
博
さ
ん
（
テ
ニ
ス
）
撮
影 

講師会は、全講師を対象に年間4回程度開催されています。 

今回は、前号でお知らせした第13期受講生の人数確定の報告がありま

した。廃部になった講座、新設された講座もあり、12期と比較して微増

の結果となりました。 

第13期後期の事業計画を説明しました。6月初旬から修了式、文化祭

の計画、準備、実施が始まります。 

さらに、第14期の新設講座の募集面談、7月に入るとパンフレットの

制作と配布、8月には新聞折込による募集の告知、受付を行い、9月には

新規受講生のための説明会、修了式、文化祭の開催といったタイトなスケ

ジュールで、役員にとっては一番多忙の時期を迎えます。 

本日の会議で修了式・文化祭の日程が9月19日（木）に決定しました。 

半年後のスケジュールが、この時期に決まります。 

講師会開催に先立ち、役場生涯学習課の大輪職員

がシニアカレッジを来訪、コミュニティ・スクール

制度について説明がありました。通常2時間くらい

要する説明を30分で飛ばしたので、全部理解するこ

とはできませんでしたが、「地域の皆さんから様々な

支援をいただくことで、子どもたちの学びが豊かに

なる」という趣旨の説明でした。 

現講師の中には、過去に参画された方もいました。 

 

豊富な知識をお持ちの講師陣、また、受講生さん

たちも講座で得た知識で子どもたちの健全育成、そ

して「今日も何もやることがない」というシニアよ

り毎日忙しく立ち回り、生きがいを探すのもいかが

でしょうか。          （編集部） 
 

 

那須町は、コミュニティ・スクール事業の取り組み

を通して「地域と共にある学校づくり」と「学校を核

とした地域づくり」を推進し、未来を担う子供達とそ

こに関わる大人達の豊な学びの実現を目指します。 

那須町教育委員会 

畑の先生 福祉教育 

調理活動 酪農体験 

車いす体験 ミシン実習 

キャリア教育 合唱練習 

水泳  

スキーやスケート 

スポーツ少年団  

マラソン大会の支援 

登校班の見守り 

登下校の見守り 

読み聞かせ 

図書の受入・整備 

図書室の飾り付け 

畑の畝つくり 田んぼの整備 

ハウスつくり ランチョンマット 

備品の修繕 ペンキ塗り 草刈り 

炊き出し体験 職業体験 将棋 英語 木工制作  

百人一首 プログラミング 習字 絵画 補習  

クッキー作り 自然観察 読書感想文 放課後活動 サマースクール 

実に様々な要支援があります。 

りぼーるたなか（家庭科室） 

撮影 山田正博さん 
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リコーダー演奏 

護
身
合
気
術
と
は
何
か 

「
合
気
術
」
講
師 

吉
岡 

久
光 

 

護
身
合
気
と
は
、
文
字
通
り
、
護
身
＝
身

を
守
る
こ
と
＋
合
気
道
で
す
。 

護
身
と
は
、
こ
の
場
合
、
何
ら
か
の
暴
力

か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
人
は
、

テ
ロ
や
戦
争
な
ど
は
別
に
し
て
、
同
胞
か
ら

暴
力
を
受
け
る
こ
と
な
ど
、
め
っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
。
例
外
は
、
い
じ
め
や
、
家
庭
内
暴

力
や
、
最
近
と
み
に
増
え
て
き
た
通
り
魔
的

犯
行
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
れ
ら
の
暴
力
か
ら
、
わ
が
身
や
家
族

を
、
素
手
で
守
る
技
術
が
、
護
身
術
で
す
。 

そ
れ
で
は
、
合
気
と
は
い
か
な
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。 

気
と
は
何
か
。
実
は
こ
れ
が
分
か
っ
た
よ

う
で
わ
か
ら
な
い
。
言
葉
で
の
定
義
は
不
可

能
に
思
わ
れ
ま
す
。
論
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
で
、
決
定
的
な
答
え
が
な
い
。 

 

共
通
項
と
し
ま
し
て
は 

「
宇
宙
に
は
、
あ
る
大
き
な
力
が
あ
る
。

そ
れ
は
生
命
力
と
も
い
え
る
し
、
生
命
力
の

大
本
と
も
い
え
る
。
そ
の
不
可
思
議
な
力
を

す
べ
て
の
人
間
は
本
来
受
け
て
い
る
。
忘
れ

て
し
ま
っ
た
そ
の
気
を
取
り
戻
す
、
す
な
わ

ち
宇
宙
の
気
と
自
分
の
気
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
、
合
気
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
」 

そ
の
た
め
の
修
行
を
合
気
道
と
い
っ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す 

講
座
投
稿 

 
 

この度、「リコーダー講座」では、開講
10周年を迎え、記念のコンサートを開
きます。 
第13期（前期）では、2講座で18名の

方々が月2回の開講日に練習を重ねてい
ます。 

 
リコーダー講座の演奏を聴く機会は、 

他講座受講生方々は、文化祭の15分程
度しかないことでしょう。 
  
今回実施されるコンサートは、１年間

の学習の成果発表と共に10年間の集大
成になると考えます。 

 
さらに、今期からの新講座「叙情歌」

講座とのコラボでさらに盛り上がるこ
とでしょう。 

 
 
【事務局より】 
受講生の皆さん、お知り合い、ご家族

をお誘いをお願い致します。 
 
また、他講座でもこのようなイベン

ト・特別発表などが開催できますようリ
コーダー講座には先駆者になって頂き
たいと思っています。  
以前、国際問題解説講座でも特別講演

会がありました。 
（編集者） 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

気
の
探
究
者
は
、
進
化
論
者
で
あ
ろ
う
が
、

反
進
化
論
者
で
あ
ろ
う
が
、
有
限
的
な
人
間
存

在
と
、
宇
宙
的
な
超
越
性
の
間
に
相
通
ず
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
と

他
人
と
の
間
に
も
ま
た
、
相
通
ず
る
も
の
が
、

す
な
わ
ち
気
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

 

そ
う
し
ま
す
と
合
気
と
は
、
二
重
の
意
味
を

持
ち
、
ま
ず
、
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
合
わ
せ
、

次
い
で
同
胞
に
合
わ
せ
る
技
術
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

た
と
え
そ
の
同
胞
が
、
い
じ
め
っ
子
で
あ
っ

て
も
、
粗
暴
犯
で
あ
っ
て
も
、
気
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
負
け
る
こ
と
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
自
分
に
は
宇
宙
の
気
が
み
な
ぎ
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。 

 

な
ぜ
そ
ん
な
夢
み
た
い
な
こ
と
が
可
能
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
宇
宙
の
気
で
す
が
、
太
陽
の
よ
う
な
宇

宙
の
気
を
取
り
入
れ
た
な
ら
、
ど
ん
な
暴
虐
な

人
間
も
襲
う
こ
と
を
た
め
ら
う
で
し
ょ
う
。 

 

強
い
気
は
、
気
後
れ
や
弱
気
を
駆
逐
す
る
で

し
ょ
う
。
勇
気
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。 

そ
の
た
め
の
方
法
が
、
修
業
が
合
気
道
、
も

し
く
は
合
気
術
で
す
。 

  

合
気
道
と
は
、
元
を
た
だ
せ
ば
柔
術
で
す
。

柔
術
は
、
表
芸
で
あ
っ
た
剣
術
の
裏
芸
で
、
体

術
と
も
言
い
ま
す
。 

 

そ
こ
か
ら
危
険
な
技
を
省
い
て
試
合
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
の
が
嘉
納
治
五
郎
創
始
の

柔
道
で
す
。 

 

Vol.1 

次
号
に
続
く 
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事
務
局
便
り 

URL      http://nasusenior-college.jp 
E メール   info@nasusenior-college.jp 
 

4月より「後期」が始まりました。「前期」に比較して
約20名程の“減”となっています。様々な理由により継
続ができなくなり、また後期は募集もしておりませんの
で例年後期は減る傾向にあります。 
 
来期（第14期）の受講生募集時期の変更について 

 従来は、お盆の時期に募集、申込を実施しておりまし
たが、来期からはこれを1週間ほど前倒したいと考えて
います。 
 
◎メールアドレスを取得されている新受講生さんへ 
カレッジ事務局へ登録しませんか？便利な情報が配信さ
れますよ。 
 

 
 
 
 

那須シニアカレッジ「副代表」の松本 あさみさんが代表で“黒磯音歩き実行
委員会”と云う団体があります。 

 
標記の通り６月2日（日）に黒磯駅周辺その他10か所以上の会場でライヴ演奏

が楽しめるイベントがあります。 
 
昨年は、“いきいきふれあいセンター”の会場にカレッジの「フラダンス」講

座が出演するとのことで、編集長は取材に行ってきました。 
 
入れ替わり、立ち替わりの出演者で盛り上がっていました。その中の“レッド・

ラビッツ”というバンドが懐かしいベンチャーズサウンドを奏でていました。 
まさに“青春デンデケデケデケ”でした。 

 
都合がよければ、お出かけになってみれば。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5月7日りぼーる・たなかに、10日には研修室にリコーダー講座を訪問しました。
7月6日（土）の記念コンサート（３頁）の練習に余念がありません。 
 
唱歌や民謡など懐かしの曲やクラシックやポップスなど幅広く演奏しております。 
当日はぜひ、お出かけください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

投稿記事大募集!! 
 
俳句、短歌、写真 etcお待ちしています。 
取材にも参ります。お気軽に 

編集長 片上 

http://nasusenior-college/
http://nasusenior-college/

